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●こだか・さほみ
お茶の水女子大学大学院修了、博士（人文
科学）。聖心女子大学教育学科非常勤講師、
秋田大学教育文化学部准教授、上越教育
大学大学院学校教育研究科教授などを経
て、2025年4月より日本女子大学所属、
青山学院大学教育人間科学部非常勤講師。

高等学校家庭科では、「生活設計」や「生活における経済の管理と計画」について
学ぶこととされています。その教育の意義や金融経済教育の必要性について、 
平成30年度版の高等学校学習指導要領家庭編の改訂に携わった、日本女子大
学建築デザイン学部学術研究員の小高さほみ氏にお話を伺いました。

金融経済教育を語る
シリーズーー❻

巻頭
インタビュー

金
融
経
済
教
育
の      

　

国
際
的
動
向

近
年
、
国
内
外
に
お
い
て
金
融
経 

済
教
育
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
背
景
に
は
大
き
な
社
会

変
動
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
が
あ

り
ま
す
。
特
に
２
０
０
８
年
の
世
界

的
な
金
融
危
機（
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
）は
、
個
人
の
金
融
行
動
が
世
界

経
済
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
得
る
こ

と
を
浮
き
彫
り
に
し
、
一
人
ひ
と
り

が「
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
」を
身
に
つ
け

る
必
要
性
を
強
く
認
識
さ
せ
る
契
機

と
な
り
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
教
訓
か
ら
、
ア
メ
リ
カ 

や
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
各
国
で
は
、国

民
一
人
ひ
と
り
の
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー

向
上
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
O
E
C
D（
経
済
協
力

開
発
機
構
）の
金
融
教
育
に
関
す
る 

国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
I
N
F
E
）が
策

定
し
た
「
金
融
教
育
の
た
め
の
国
家

戦
略
に
関
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
原
則
」

が
、
２
０
１
２
年
の
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト

で
承
認
さ
れ
る
な
ど
、
金
融
経
済
教

育
は
、
国
の
レ
ベ
ル
で
推
進
し
て
い

く
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
日
本
で
は
以
前
か
ら
金
融

広
報
中
央
委
員
会
、
金
融
庁
を
は
じ

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
に
は
、

大
人
に
な
る
前
に
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
を

身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
も
重
要

日
本
女
子
大
学 

建
築
デ
ザ
イ
ン
学
部

建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科 

学
術
研
究
員

小
高 

さ
ほ
み 

氏

❻❿ ペ
ー
ジ

金
融
経
済
教
育
を
語
る

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
に
は
、

大
人
に
な
る
前
に
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
も
重
要

日
本
女
子
大
学 

建
築
デ
ザ
イ
ン
学
部

建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科 

学
術
研
究
員

　
　
　
　
　
　
　
小
高 

さ
ほ
み 

氏

主
体
的
な
学
び
を
促
す
た
め
︑
生
徒
の
発
表
を
中
心
と
し
た

授
業
を
展
開
︒
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
の
基
本
を
身
に
つ
け
、

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
る
力
を
養
う

金
融
分
野
と
社
会
保
障
分
野
を
横
断
し
て
学
ぶ

生
徒
が「
自
分
ご
と
」と
し
て
考
え
る
授
業
を
展
開

〈
今
回
、実
践
し
た
授
業
プ
ラ
ン
の
ご
紹
介
〉

〈
今
回
、実
践
し
た
授
業
プ
ラ
ン
の
ご
紹
介
〉

授
業
実
践
事
例［
リ
ア
ル
ボ
イ
ス
］

巻
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ーさ

い
た
ま
市
立
浦
和
高
等
学
校
教
諭
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
後
藤 

亜
里
紗 

先
生

東
京
都
立
農
業
高
等
学
校
主
幹
教
諭
　
　

　
　
　
　
　
　
　
塙 

枝
里
子 

先
生

❸❽⓬
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損
害
保
険
教
育
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掲載されています。

高等学校学習指導要領（平成30年告示）対応
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明るい未来へTRY!
高校生向け金融教育副教材

家庭科・公民科
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め
様
々
な
組
織
が
金
融
教
育
を
進
め

て
い
ま
し
た
が
、こ
の
国
際
的
な
流
れ

を
受
け
、
金
融
経
済
教
育
を
推
進
す

る
た
め
の
環
境
整
備
が
進
み
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
動
向
か
ら
、
２
０
１
２

年
は
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
元
年
と
呼
ば

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

尚
、
２
０
２
４
年
に
は
、
官
民
一
体

で
金
融
経
済
教
育
を
推
進
す
る
唯
一

の
公
的
機
関
と
し
て
、
金
融
経
済
教

育
推
進
機
構（
通
称『
J
‐
F
L
E
C
』

（
ジ
ェ
イ
‐
フ
レ
ッ
ク
））が
発
足
し
て

い
ま
す
。

「
生
活
設
計
」を
主
軸
と
し
た
、

家
庭
科
に
お
け
る
　
　
　

金
融
経
済
教
育

先
の「
ハ
イ
レ
ベ
ル
原
則
」で
は
、
金

融
経
済
教
育
の
目
的
は「
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上

で
あ
る
」と
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、「
G
20
／
O
E
C
D
金
融
消
費

者
保
護
ハ
イ
レ
ベ
ル
原
則
」（
2
0
2
2

年
改
訂
）で
は
、「
個
人
の
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は
、

客
観
的
お
よ
び
主
観
的
な
要
因
に
基

づ
い
て
、
自
分
の
現
在
お
よ
び
将
来

の
財
政
を
管
理
し
、
安
全
で
あ
る
と

感
じ
、
自
由
を
持
つ
こ
と
を
指
す
」

と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
等
学
校
の

家
庭
科
の
実
践
に
お
い
て
、
フ
ァ
イ

ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

と
い
う
概
念
で
捉
え
て
は
い
な
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
は
、

「
生
活
設
計
」
や
「
生
活
に
お
け
る
経

済
の
管
理
と
計
画
」
の
学
習
そ
の
も

の
と
言
え
ま
す
。

高
等
学
校
の
家
庭
科
で
は
学
習
指

導
要
領（
解
説
）に
「
基
本
的
な
金
融

商
品
の
特
徴
，
資
産
形
成
の
視
点
に

も
触
れ
る
よ
う
に
す
る
」
と
明
記
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
単
な
る
金
融

知
識
の
伝
達
で
は
な
く
、「
自
分
の
現

在
お
よ
び
将
来
の
財
政
を
管
理
」
す

る
こ
と
は
、「
生
活
設
計
」の
一
面
で

あ
る
こ
と
を
捉
え
教
育
す
る
こ
と
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
高
校
卒
業
後
の
キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
考
え
る
中
で
、

「
親
元
を
離
れ
て
進
学
す
る
」と
い
う

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
、「
ど
こ

に
住
む
の
か
」「
初
期
費
用
や
家
賃
は

い
く
ら
か
」「
賃
貸
契
約
は
ど
う
結
ぶ

の
か
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
生
活
の

課
題
に
直
面
し
ま
す
。
そ
こ
で
初
め

て
、
敷
金
・
礼
金
や
火
災
保
険
と

い
っ
た
契
約
・
金
融
の
知
識
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、「
生
活

設
計
」
を
主
軸
に
置
い
た
金
融
経
済

教
育
が
、
家
庭
科
な
ら
で
は
の
ア
プ

ロ
ー
チ
だ
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
高
等
学
校
の
家
庭
科
の
学

習
指
導
要
領（
解
説
）に
お
い
て
、「
生

活
設
計
」
が
科
目
の
導
入
と
し
て
、

そ
し
て
ま
と
め
と
し
て
扱
う
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
最
初
の
授
業

で
、
人
生
を
見
通
し
、
生
活
の
営
み

を
学
ぶ
必
要
性
に
気
づ
き
、
家
計
管

理
な
ど
の
生
活
経
済
や
衣
食
住
、
消

費
生
活
な
ど
の
学
び
を
経
て
、
最
後

に
そ
れ
ら
を
統
合
し
て
、
生
活
課
題

に
対
応
し
た
意
思
決
定
を
踏
ま
え
た

生
活
設
計
を
考
え
る
と
い
う
学
び
を

意
図
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

家
庭
科
に
お
け
る
　
　
　

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
と
し
て
、

ま
ず
は「
家
計
管
理
と
経
済

計
画
」を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
、「
健
全
な

財
務
上
の
意
思
決
定
を
行
い
、
最
終

的
に
は
個
人
の
金
融
面
で
の
幸
福
を

達
成
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
、
金

融
に
関
す
る
意
識
、
知
識
、
ス
キ
ル
、

態
度
お
よ
び
行
動
の
組
み
合
わ
せ
」

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す（
O
E
C
D, 

2
0
2
0
）。

金
融
経
済
教
育
を
通
じ
て
、
成
年

年
齢
を
迎
え
る
高
校
卒
業
ま
で
に
生

徒
に
身
に
付
け
て
ほ
し
い
金
融
リ
テ

ラ
シ
ー
は
、「
家
計
管
理
と
経
済
計
画
」

の
理
解
で
す
。
家
計
管
理
は
、
月
や

年
な
ど
の
単
位
で
、
家
計
の
収
入
と

支
出
を
把
握
し
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
を

管
理
す
る
力
で
す
。
社
会
に
出
れ
ば
、

多
く
の
人
が
職
業
の
収
入
の
範
囲
内

で
、
税
金
や
社
会
保
険
料
、
生
活
費

を
支
払
い
、
家
計
を
管
理
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

一
方
で
、「
経
済
計
画
」は
、
短
期

と
長
期
の
計
画
が
あ
り
ま
す
。
将
来

の
不
測
の
事
態
に
備
え
る
リ
ス
ク
管

理
、
就
職
、
結
婚
、
出
産
、
引
退
と

い
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
は
、
家
計

の
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
大
き
く
変
化
さ

せ
る
と
同
時
に
、
社
会
保
障
制
度
と

の
関
わ
り
や
直
面
す
る
リ
ス
ク
も
変

化
さ
せ
ま
す
。
同
時
に
、
預
貯
金
や

民
間
保
険
、
投
資
信
託
等
の
金
融
商

品
の
役
割
に
つ
い
て
も
触
れ
る
と
い

い
で
し
ょ
う
。 

「
家
計
管
理
」と「
経
済
計
画
」は
、「
生

活
設
計
」を
結
び
つ
け
て
の
題
材
構
想

も
大
切
で
す
。

外
部
教
材
を
活
用
し
な
が
ら
、

教
育
格
差
の
な
い
　
　
　

「
学
び
の
場
」の
提
供
を

金
融
経
済
教
育
に
対
し
て
苦
手

意
識
や
不
安
を
抱
く
先
生
方
に
ま
ず

お
伝
え
し
た
い
こ
と
は
、「
専
門
的
な

金
融
知
識
を
教
え
な
け
れ
ば
、
多
様

で
複
雑
な
金
融
商
品
を
知
ら
な
け
れ

ば
…
」
と
過
度
に
構
え
る
必
要
は
な

く
、
金
融
経
済
教
育
の
目
的
と
家
庭

科
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
理
解
す
る
こ
と

が
重
要
か
と
思
い
ま
す
。

現
在
は
、J
‐
F
L
E
C
や
各
団
体

か
ら
、
高
校
生
向
け
の
質
の
高
い
教

材
や
動
画
が
数
多
く
提
供
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
活
用
す
る
こ
と
も
よ
い

と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
教
材
の
研
究
や
活
用
に
あ 

た
っ
て
は
、
自
分
ひ
と
り
で
は
な
く
、 

公
民
科
な
ど
関
連
教
科
の
教
員
と

連
携
し
な
が
ら
進
め
、「
制
度
は
公
民

科
で
、
そ
れ
を
自
分
の
生
活
に
ど
う

生
か
す
か
は
家
庭
科
で
、
ど
う
変
革

す
る
か
は
両
教
科
で
」と
い
っ
た
よ
う

に
、
教
科
横
断
的
な
連
携
を
図
る
こ

と
で
、
生
徒
に
と
っ
て
よ
り
深
い
学

び
へ
と
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

尚
、「
お
金
の
話
は
家
庭
で
教
え
れ

ば
よ
い
」と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、

お
金
に
関
す
る
家
庭
の
環
境
や
文
化

は
多
様
な
こ
と
か
ら
、
学
校
や
社
会

で
学
ぶ
意
義
は
こ
れ
か
ら
増
す
こ
と

と
思
い
ま
す
。

金
融
経
済
教
育
で
は
、
生
涯
学
習

を
重
視
し
て
い
ま
す
。
幼
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
各
年
齢
層
で
身
に
付
け
る

べ
き
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
の
内
容
を
項

目
別
に
体
系
化
し
た
『
金
融
リ
テ
ラ

シ
ー
・
マ
ッ
プ
』
が
策
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
、
高
等
学
校
は
、
社
会

に
出
る
前
に
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
最
後
の

機
会
」
と
し
て
重
要
で
す
。
こ
の
こ

と
は
、
現
場
の
先
生
方
が
一
番
お
わ

か
り
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
家
庭
科

に
お
け
る
金
融
経
済
教
育
が
、
よ
り

良
い
生
活
の
実
現
に
つ
な
が
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

巻頭
インタビュー

 K
o
d
aka S

ah
o
m
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学習の展開

家庭科［家庭基礎］

REAL VOICE

リアルボイス
授業実践事例

家庭科
今
回
は「
生
活
設
計
」の
単
元
に
お
い
て
、

2
時
間
連
続
の
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

授
業
の
特
徴
は
、
教
員
に
よ
る
講
義
で
は

な
く
、
生
徒
の
発
表
を
中
心
に
展
開
し
て

い
る
点
で
す
。

授
業
の
流
れ
と
し
て
、
ま
ず
前
時
の
授

業
で
、
日
本
損
害
保
険
協
会
の
副
教
材

『
明
る
い
未
来
へ
Ｔ
Ｒ
Ｙ
！
』や
生
命
保
険

文
化
セ
ン
タ
ー
の
副
教
材
『
君
と
み
ら
い

と
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
』の
ほ
か
、
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
に
関
す
る
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
資
料
を
配

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
教
育
に
お
い
て
は
、「
自
分
で
選
択

で
き
る
能
力
」を
養
う
こ
と
を
重
視
し
て
い

ま
す
。
社
会
保
険
の
内
容
と
、
そ
れ
を
補

完
す
る
民
間
保
険
の
役
割
を
理
解
し
、
自

身
の
リ
ス
ク
に
合
わ
せ
て
必
要
な
民
間
保

険
を
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
但
し
、高
校
卒
業
後
す

ぐ
に
加
入
有
無
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る

保
険
、
例
え
ば
、一
人
暮
ら
し
を
始
め
る
際

の
火
災
保
険
や
地
震
保
険
な
ど
は
、
保
険

の
中
身
も
取
り
扱
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

授
業
中
の
生
徒
の
反
応
は
良
好
で
、
友

人
の
発
表
に
耳
を
傾
け
、
生
徒
が
出
題
し

た
ク
イ
ズ
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

し
た
。「
車
を
買
っ
た
ら
自
動
車
保
険
に
入

り
た
い
」、「
ひ
と
り
暮
ら
し
を
始
め
る
と

き
に
は
火
災
保
険
に
入
ら
な
い
と
」と
い
っ

た
感
想
も
聞
か
れ
、
リ
ス
ク
に
対
す
る
予

測
範
囲
の
広
が
り
も
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

自
身
の
進
路
選
択
に
つ
い
て
考
え
を
深
め

て
い
る
生
徒
や
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
集

中
す
る
こ
と
が
多
い
30
代
の
重
要
性
に
つ

い
て
気
付
き
を
得
て
い
る
生
徒
も
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
以
前
に
は
、「
将
来
一
番
役

付
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
教
材
を
使
っ
て
、

生
徒
は
自
身
の
担
当
テ
ー
マ
の
調
べ
学
習

と
発
表
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
身
の

担
当
を
決
め
て
調
べ
学
習
を
す
る
こ
と
で
、

そ
の
テ
ー
マ
に
対
す
る
生
徒
の
責
任
感
が

高
ま
り
、
積
極
的
に
知
識
の
幅
を
広
げ
る

こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
が
発
表
す
る
こ
と
で
、
他
の
テ
ー

マ
に
も
関
心
を
持
ち
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
教
員
が
一
方
的
に
説
明
す

る
よ
り
、
生
徒
自
身
が
調
べ
、
生
徒
同
士

立
ち
そ
う
な
授
業
」
と
い
っ
た
生
徒
の
声

も
あ
り
、
将
来
の
実
生
活
に
結
び
つ
く
学

び
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
夢

や
希
望
を
描
き
な
が
ら
、
転
職
や
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
な
ど
多
様
な
働
き
方
も
想
定
し
、

柔
軟
に
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
る
力
を
養

う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
授
業
の
大
き
な
成

果
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
で
、生
徒
主
体
の
授
業
に
は
、知
識

の
正
確
性
や
時
間
管
理
の
難
し
さ
と
い
っ

た
課
題
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
学
習

の
ベ
ー
ス
と
な
る
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど

の
資
料
は
教
員
側
で
用
意
す
る
ほ
か
、
生

徒
の
学
力
に
応
じ
て
、
扱
う
情
報
量
や
難

易
度
を
調
整
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い

ま
す
。

高
等
学
校
家
庭
科
に
お
け
る
金
融
経
済

教
育
は
、
社
会
人
に
な
る
前
に
必
要
な
金

融
の
基
礎
知
識
と
判
断
力
を
養
う
も
の
で

あ
り
、
重
要
で
す
。
将
来
、
生
徒
が
投
資

や
保
険
に
関
す
る
誤
っ
た
情
報
に
惑
わ
さ

れ
な
い
た
め
に
も
、
リ
ス
ク
と
リ
タ
ー
ン

の
関
係
、
貯
蓄
と
保
険
の
違
い
と
い
っ
た

基
本
的
な
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（上）問い掛けやクイズなど、
工夫を凝らした13のグルー
プによる発表が行われた。

（右）発表を聞きながら疑
問や感想をタブレットで
Google Formsに入力。

主
体
的
な
学
び
を
促
す
た
め
、生
徒
の
発
表
を
中
心
と
し
た

授
業
を
展
開
。
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
の
基
本
を
身
に
つ
け
、

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
る
力
を
養
う

教材『明るい未来へTRY !』について詳しくはP.10-11をご覧ください。

副
教
材『
明
る
い
未
来
へ
Ｔ
Ｒ
Ｙ
！
』を
活
用
し
て
、
生
徒
が
自
ら
考
え
る
授
業
を
展
開
し
た
後
藤
先
生
に
、

そ
の
授
業
の
流
れ
と
狙
い
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

今回、後藤先生が実践した家庭科の授業プラン

プランのポイント

目　的 使用教材

で
互
い
に
教
え
合
う
こ
と
で
、
生
徒

の
主
体
的
な
学
び
を
促
す
狙
い
が
あ

り
ま
す
。

 

『
明
る
い
未
来
へ
Ｔ
Ｒ
Ｙ
！
』
は
、

「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
る
」と
い
う

目
標
に
沿
っ
て
、
学
ぶ
べ
き
内
容
が

整
理
さ
れ
て
お
り
、
生
徒
が
自
身
の

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
察
で
き
る
構
成

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
副
教

材
に
加
え
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

や
女
性
役
員
の
比
率
、
空
き
家
問
題
、

年
金
制
度
の
国
際
比
較
な
ど
の
資
料

を
追
加
す
る
こ
と
で
、
生
徒
は
社
会

課
題
に
も
視
野
を
広
げ
な
が
ら
考
察

生活設計

■	生涯を見通した自己の生活について主体的に考え、ライフスタイルと
将来の家庭生活及び職業生活について考察し、生活設計を工夫する。

■	自身のライフプラン作成には、ライフイベント・リスクと共にかかる金
額やリスクに備えるための手段を知ることが前提となるので、包括的
に学習できるようにした。

■ 『君とみらいとライフプラン』
    （生命保険文化センター）
■ 『明るい未来へTRY！〜リスクと備え〜』

 「家庭科用」「保険のキホン編」
 「やってみたいこと編」

冊  子  パワーポイント
     （日本損害保険協会）

時間配分
（分）

学習内容と指導上のポイント
使用教材等

学習内容 ポイント

１
時
間
目

導入
（5分）

❶	前時の授業で説明した今回の授業の目的について
共有する。

❷	発表の注意点、各班の評価入力について説明する。

▶	生涯を見通した自己の生活につい
て主体的に考えることを伝える。
発表を相互評価することを確認する。

Google Forms

展開
（45分）

●	グループ毎に作成したPowerPointスライドを使用し
て発表を行う。

■	参考：各班の主な発表テーマ（1班：約5分）

 

 

1班
■	生活設計（生活設計に必要な3つの要素、人生

の3大費用）
▶	ライフプランを考えるうえで、将来
どのような職業・働き方をするのか
によって所得が異なることや、ライ
フイベントにかかる費用（３大費用
を中心）について知る。

『君とみらいとライ
フプラン』

2班
■	職業と働き方（雇用形態の違い、給与明細の見方
（社会保険料・税金））

3班 ■	結婚と家族（晩婚化の進行、共働き世帯の増加）

4班
■	子育てと教育（大学までの教育費、教育費の国

際比較）
5班 ■	住まい（持ち家と賃貸の違い、住居費用）

6班 ■	高齢期（老後にかかる費用）
『明るい未来へ
TRY！』
パワーポイント  

スライド53（Work3）

7班
■	リスク（日常生活におけるリスク、リスクに備える

公的保障・私的保障）

２
時
間
目

展開
（35分）

8班 ■	公的保障（社会保障制度の概要） ▶	リスクに備えるための公的保障、私
的保障について知る。

パワーポイント  
スライド13、17、60、
62（Work2）、
63（Work3）9班 ■	私的保障（貯蓄と保険の違い、保険の仕組み）

10班 ■	やってみたいこと  ①サイクリング  ②ひとり暮らし ▶	やってみたいことにはどんな保険
が必要になるのかを考える。

パワーポイント  
スライド64～119

11班
■	やってみたいこと  �③ドライブ  ④高校生活 

⑤海外旅行
12班 ■	やってみたいこと  ⑥ペット  ⑦ボランティア活動

13班 ■	ライフプラン（自分のライフプランを考える）
▶	今までの発表を踏まえ、自分のライ
フプランを考える。

パワーポイント  
スライド3

まとめ
（15分）

❶	生徒が入力したGoogle Formsから分からなかった
ところを中心に解説する。

❷	ライフプランの作成について説明する。

▶	ライフプランを作成するには資金
計画とリスク管理が必要なことを
確認する。

※全3時間での授業プランとなる。
※前時の授業でグループ毎にパワーポイント教材、冊子教材を活用し、各テーマの発表に向けた

調べ学習と発表準備を実施している。
※生徒は一人一台ずつタブレット（iPad）を所持している。

さいたま市立浦和高等学校
教諭

後藤 亜里紗 先生

高等学校学
習指導要領

（平成30年
告示）対応

一般社団
法人日本損害

保険協会

～リスクと
備え～明るい未来
へTRY!高校生向け

金融教育副
教材

家庭科・公民
科

対応
単元
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学習の展開

公民科［公共］

時間配分
（分）

学習内容と指導上のポイント
使用教材等

学習内容 ポイント

導入
（5分）

●	超高齢社会における人生のリスクを挙げる。 ▶	長い人生では予期せぬリスクが多
くあり、長生きもその一つであるこ
とに気づかせる。

冊  子  P.8〜9
パワーポイント

展開1
（15分）

●	「自助・共助・公助」それぞれの意味と社会保障
の４本柱を確認し、日本の社会保障制度は社会
保険の共助、公的扶助、社会福祉、公衆衛生
の公助から成り立つことを理解する。

●	社会保険の理解の確認として、冊子のWorkに
取り組む。

？ 発問例
「もしも社会保険がなかったら？」

▶	貯蓄を含む資産形成や民間保険
は自助に該当することに触れる。

冊  子  P.8〜9
パワーポイント

【プリント】

●	保険の仕組みと、社会保険と民間保険の違い
を理解する。

？ 発問例
「知っている民間保険会社はあります
か？」

冊  子  P.11

展開2
（20分）

●	「医療費領収書と給与明細書」、「主な国の給付
と負担のバランス」の読み取りから給付と負担に
ついて理解する。

▶	冊子の情報から「高福祉・高負担」、
「低福祉・低負担」の特徴をつかま
せる。

冊  子  P.13

【プリント】

●	「自助・共助・公助」の優先順位を理由と共に考
察し、グループで共有する。

▶	意見を言う際は、根拠を持って発
信するように促す。

【プリント】

まとめ
（5分）

●	本時の学習を振り返る。 ▶	日本の社会保障制度においては、
給付と負担のバランスを考慮しつ
つ、自助・共助・公助の適切な組
み合わせを考えていくことが求めら
れることに気づかせる。

今
回
の
授
業
は
、
日
本
の
社
会
保
障
制

度
の
概
要
を
学
習
し
、「
自
助
・
共
助
・
公

助
」の
適
切
な
組
み
合
わ
せ
を
考
え
る
こ
と

を
授
業
の
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
自
助
」の
手
段
と
し
て
、
民
間
保
険
だ
け

で
な
く
、
貯
蓄
な
ど
の
資
産
形
成
の
視
点

を
入
れ
る
こ
と
で
、
1
学
期
の
後
半
か
ら

学
ん
で
き
た
、「
金
融
分
野
」と
関
連
づ
け

て
説
明
し
た
こ
と
が
授
業
の
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
授
業
の
導
入
と
し
て
、
超
高
齢

社
会
に
触
れ
な
が
ら
、「
人
生
に
お
け
る
リ

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
社
会

保
障
制
度
を
学
ぶ
初
回
の
授
業
で
あ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
生
徒
の
制
度
理
解
が
ま
だ

浅
く
、
少
し
難
し
か
っ
た
た
め
、
授
業
改

善
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
」の
適
切

な
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
と

共
に
考
察
し
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

授
業
全
体
を
通
し
て
意
識
し
た
こ
と
は
、

生
徒
が「
自
分
ご
と
」と
し
て
捉
え
る
よ
う

に
授
業
を
展
開
す
る
こ
と
で
す
。
最
初
に
、

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
と
い
う
抽
象
的
な

概
念
を
説
明
し
、次
に「
社
会
保
険
」と「
民

間
保
険
」、「
給
付
」と「
負
担
」と
い
う
具
体

例
を
示
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
再
び
抽
象

度
の
高
い「
自
助
・
共
助
・
公
助
」の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
る
構
成
と
す
る
こ
と
で
、
生
徒

の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

普
段
の
授
業
か
ら
、生
徒
が「
自
分
ご
と
」

と
し
て
捉
え
や
す
い
よ
う
に
、私
自
身
の
実

体
験
に
基
づ
い
た
話
や
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ニ
ュ
ー

ス
か
ら
生
徒
に
と
っ
て
身
近
な
話
題
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

特
に
年
金
や
労
災
と
い
っ
た
テ
ー
マ
は
、生

徒
た
ち
の
関
心
を
引
き
や
す
く
、
ア
ル
バ

ス
ク
」に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
た
。
高
校
生
に
と
っ
て
、「
長
生
き
」を

リ
ス
ク
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
難
し
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
生
徒
自
身
が
将
来
を

考
え
る
上
で
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
す
。

「
長
生
き
」も「
人
生
に
お
け
る
リ
ス
ク
」の

一
つ
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
も
ら
う
た

め
、
こ
の
よ
う
な
導
入
と
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
本
損
害
保
険
協
会
の
副
教

材『
明
る
い
未
来
へ
Ｔ
Ｒ
Ｙ
！
』の
Ｗｏ
ｒ
ｋ

を
活
用
し
て
、
日
本
の
社
会
保
障
制
度
と

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」の
位
置
づ
け
を
教

え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
民
間
保
険
と
社
会

保
険
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
し
、
民
間
保

険
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

両
者
は「
保
険
」と
い
う
仕
組
み
に
お
い
て

同
じ
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

次
に
、
社
会
保
険
の
給
付
と
負
担
の
関

係
性
を
具
体
的
に
学
ん
で
も
ら
う
た
め
、

医
療
費
領
収
書
と
給
与
明
細
書
を
読
み
解

く
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
社
会
保
障
給
付
を
受
け

る
た
め
に
は
、
社
会
保
険
料
と
い
う
負
担

が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
ほ
し
い

と
い
う
狙
い
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
日

本
と
各
国
の
給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
に

イ
ト
な
ど
生
徒
の
経
験
と
結
び
つ
け
て
教

え
る
こ
と
で
、
実
感
を
伴
っ
た
学
び
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

金
融
分
野
と
社
会
保
障
分
野
を
結
び
つ

け
て
教
え
る
こ
と
は
、
私
自
身
が
特
に
重

視
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
教
科
書
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
独
立
し
た
単
元
と
し
て

扱
う
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
実
際
に
は

将
来
の
生
活
設
計
を
考
え
る
上
で
、
両
者

は
密
接
に
関
わ
り
合
っ
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
両
者
の
分
野
を
結
び
つ
け
て
教

え
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
で
生

徒
が
自
ら
の
将
来
を
主
体
的
に
描
き
、
社

会
の
一
員
と
し
て
参
画
す
る
意
識
を
育
む

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
授
業
を
通
じ
て
、
生
徒
た
ち
に

は
、
社
会
保
障
制
度
や
、
少
子
高
齢
化
な

ど
、
現
代
の
社
会
問
題
に
対
す
る
問
題
意

識
を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

制
度
の
持
続
可
能
性
に
対
す
る
違
和
感
や

疑
問
を
持
つ
こ
と
は
、
学
び
の
原
動
力
に

な
る
と
思
う
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
選
挙

な
ど
を
通
じ
て
自
分
の
意
見
を
表
明
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
生
徒
に
感
じ
て
も
ら
え

た
な
ら
、
今
回
の
授
業
の
目
的
は
達
成
さ

れ
た
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

授業を受けているのは2年生。教員の問いに発言を
するなど、積極的な姿勢で取り組む様子が印象的。

金
融
分
野
と
社
会
保
障
分
野
を
横
断
し
て
学
ぶ

生
徒
が「
自
分
ご
と
」と
し
て
考
え
る
授
業
を
展
開

教材『明るい未来へTRY !』について詳しくはP.10-11をご覧ください。

副
教
材『
明
る
い
未
来
へ
Ｔ
Ｒ
Ｙ
！
』を
活
用
し
て
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
」と
い
う
視
点
か
ら
、金
融
分
野
と
社
会
保
障
分
野
を

横
断
的
に
扱
う
授
業
を
展
開
し
た
塙
先
生
。
生
徒
が
主
体
的
に
考
え
る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

■	日本の社会保障制度の概要を「自助・共助・公助」の観点から学習し、民間
保険の加入や貯蓄を含む資産形成などは自助に該当することを理解する。

■	保険の仕組みと、社会保険と民間保険の違いを理解する。
■	医療費領収書と給与明細書など、諸資料の読み取りから給付と負担につ

いて確認し、「自助・共助・公助」の適切な組み合わせについて考察したり、
構想したりしたことを、論拠をもって表現する。

■	自助の手段として、民間保険だけでなく資産形成の視点も入れることで、
金融分野との関連性を持たせた。

■	�「自助・共助・公助」の適切な組み合わせを考察させることで、これから学習
する単元が深い学びとなるように工夫した。

■ 『明るい未来へTRY！〜リスクと備え〜』
 「公民科用」
 冊  子  パワーポイント
 （日本損害保険協会）

■ 教科書

■ プリント※

　 ※�プリントは『明るい
未来へTRY！』の
ワークシートを授
業の展開に沿うよ
うにWorkの順番
を再構成して利用。

今回、塙先生が実践した公民科の授業プラン

プランのポイント

目　的 使用教材

本時の主題 日本の社会保障制度における「自助・共助・公助」とはどのようなものだろうか。

東京都立農業高等学校
主幹教諭

塙 枝里子 先生

REAL VOICE

リアルボイス
授業実践事例

公民科

高等学校学
習指導要領

（平成30年
告示）対応

一般社団
法人日本損害

保険協会

～リスクと
備え～明るい未来
へTRY!高校生向け

金融教育副
教材

家庭科・公民
科

少子高齢社会における社会保障の充実・安定化対応
単元
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家
庭
科
用

公
民
科
用

8「明るい未来へTRY! ～リスクと備え～」 9「明るい未来へTRY! ～リスクと備え～」

 公的扶助 生活保護
資産などすべてを活用してもなお生活に
困っている人たちに、最低限の生活を保
障する。

 社会福祉
児童福祉
母子福祉
老人福祉
障害者福祉

児童、母子、高齢者、障害者に対する援
助として、施設を提供したり、相談に応
じたりする。

 公衆衛生
　　 　　  など 公衆衛生

国民の健康維持・増進をはかるため、環
境整備をおこなったり、公共サービスを
提供したりする。

公民科
［公共、政治・経済］

 社会保険

医療保険 病気やケガのとき、原則として、医療費
の3割の自己負担で治療が受けられる。

年金保険
老齢になったとき、障害を有したとき、
一家の働き手が死亡したときに年金が受
け取れる。

雇用保険 雇われて働く人が雇用保険に入り、失業
したとき、一定期間給付金が受け取れる。

労災保険 雇われて働く人が全額会社負担で労災保
険に入り、仕事でケガをしたり病気に
なったとき、保険金が支払われる。

介護保険
40歳以上の国民から保険料を集めて、
介護が必要になったとき、必要度に応じ
てサービスを受けられる。2000年度か
ら実施されている。

﹈
源
財
﹇

）
税
租
（費
公
と）
主
業
事
・
人
本
（料
険
保

﹈
源
財
﹇

）
税
租
（費
公

労働者災害
補償保険（ ）

編
ン
ホ
キ
の
険
保

編
料
資

用
科
民
公

用
科
庭
家

公民科
［公共、政治・経済］

「保険の仕組み」に
ついては
P11の 2□へ

➡そもそも「保険」って
何ですか？

会社が倒産して
無職になる

家族の不幸

25

8

ケガ

火災

高齢で介護が
必要となる

社会
生活結婚

成人

出産 育児

就職

年金
受給退職

高齢で仕事が
できなくなる

台風・地震などの
自然災害

※1 警察庁「令和3年中の交通事故の発生状況」自転車乗用車（第1・2当事者）の交通事故発生件数の推移をもとに日本損害保険協会で試算
※2 警察庁「令和3年中の交通事故の発生状況」当事者種別（第1当事者）別交通事故件数の推移をもとに日本損害保険協会で試算
※3 算試で会協険保害損本日にともを）年2和令（」告報院病・査調）態動（設施療医「省働労生厚 
※4 総務省「令和3年（1月～12月）における火災の状況（確定値）」をもとに日本損害保険協会で試算

社会保障の目的 共助・公助としての日本の 社会保障制度

  ｢共助｣は生活のリスクを相互
に分散する社会保険で、「公助」
は国が政策・施策としておこな
う支援です。基本的にこの2つ
が社会保障にあたります。
　しかし、これだけでは不十
分な場合もあり、それを補う
のが自分で備える｢自助｣です。
足りない分は自助でカバーし
ようというのが現在の国の考
え方です。

　社会保障の目的は、「共助・公助」の考え方に
基づいて、日本国憲法第25条が保障する生存
権を守ることです。
　具体的には、「共助」としての社会保険によっ
て、加齢や人生のさまざまな場面で遭遇する
病気などに対応します。さらに「公助」として、
生活苦などの状況に対して、所得や生活水準、
家庭状況などの受給要件を定めたうえで、必
要な公的扶助や社会福祉などをおこないます。

共助
共に備える
健康保険や
年金保険などの
社会保険

自助
自分で備える

貯蓄や
民間保険など

公助
国などが
税金で備える
生活に困っている人
などを支援する

約1分43秒に1件

交通事故

1年間で
305,196件

発生件数

※2

病気で入院

約2秒に1人

41,104人
1日平均新入院患者数

※3

約15分に1件

1年間で
35,222件
発生件数

※4

公助

共助

自転車事故

約7分32秒に1件

1年間で
69,694件
発生件数

※1

20歳 30歳 40歳 50歳 60歳 70歳 80歳

自然災害や交通事故、病気、ケガ……。私たちの身の回りには、さまざまなリスクが潜んでいます。
もちろん、日本にはさまざまなリスクをカバーしてくれる社会保障制度がありますが、
それだけでは十分とはいえません。リスクへの備えについて考えていきましょう。

※下のイラストにあるライフイベントやリスクなどはあくまでも一例です。

自助・共助・公助の適切な組合せについて考えよう

　日本の社会保障制度は、社会保険、公
的扶助、社会福祉、公衆衛生の４つから
なります。

社会保障

会社員が
仕事で
ケガをした

病気で
入院した

介護が
必要になった

会社が
倒産し、
失業した

定年退職して
老後の収入が
なくなった

状　況

左にある社会保険の表を参考に、それぞれの状況でどの
社会保険から保障が受けられるか線で結んでみよう。

公民科 Work

社会保険

医療保険

年金保険

介護保険

雇用保険

労働者災害補償保険

2「明るい未来へTRY! ～リスクと備え～」 3「明るい未来へTRY! ～リスクと備え～」

家庭科
［家庭基礎、家庭総合］

用
科
庭
家

用
科
民
公

編
ン
ホ
キ
の
険
保

編
料
資

　将来の生活設計を考えるうえで、計画を立てる
ことは大切です。今後の人生の大きな出費として、
子どもの教育費・住宅取得費・老後の生活費など
が予測できます。こうした出費に備えるために
は、計画的な貯蓄などの備えが必要です。
　また、事故や病気、災害など予測できないリス
クに備える手段として、貯蓄のほかに保険があり
ます。

約572.7万円
約771.4万円

大学（4年）
（学費と生活費）

ライフ
イベント

卒業

その他

卒業

高校生活

退職

高校生活から老後までの人生で、夢や目標、
ライフイベント、起こりうるリスクを色分け
しました。ステージごとに見てみましょう。
※下のイラストにあるライフイベントやリスクなどは
あくまでも一例です。

挙式、披露宴・ウエディング
パーティーの平均費用
約303.8万円

平均分娩入院費用
約50.6万円

老後の生活費
65歳以上の夫婦のみの
無職世帯・月額（ ）妻（42歳）パート勤務

長女（10歳）・長男（8歳）（ ）
約25.5万円

リスク
自宅が
火災

リスク
交通事故

リスク
自転車
事故

リスク
一家の
働き手が
死亡

夢・目標へTRY
ひとり暮らし
がしたい

夢・目標へTRY
高校生活を
思い切り楽しみ

たい

夢・目標へTRY
ボランティア
をしたい

夢・目標へTRY
海外旅行に
行きたい

夢・目標へTRY
起業
したい

ライフイベント
結婚

ライフイベント
就職

ライフイベント
進学

ライフイベント
出産

ライフイベント
親の介護

ライフイベント
老後

ライフイベント
子どもの
教育

リスク
長期入院

必要なお金
貯　蓄

もしもの備え
（保険）

投　資

約9,521万円
高額賠償事例 約20.8万円

直近の入院時の自己負担費用（平均）

5億2,853万円
高額判決例（人身事故）

3,530万円

45歳の会社員が死亡した場合の
残された家族の必要保障額（事例）

リスク夢・目標
へTRY

建売住宅
約3,604万円

新築マンション
約4,528万円

※1 日本損害保険協会調べ（2023年2月現在）
※2 損害保険料率算出機構「自動車保険の概況」2021年度版
※3 リクルート ブライダル総研・ゼクシィ結婚トレンド調査2022調べ
※4 度年82成平」ていつに用費産出な的均平の娩分常正「会央中険保康健民国）社公（ 
※5 文部科学省「平成30年度 子供の学習費調査」

※1 ※2

※3

※4

※7

※8 ※10

※9

※5 ※6

※6 日本学生支援機構「令和2年度学生生活調査」をもとに日本損害保険協会で作成
※7 住宅金融支援機構「2021年度フラット35利用者調査」
※8 成作にともを）版訂改月21年1202（」ドイガ障保族遺「ータンセ化文険保命生）財公（ 
※9 」査調るす関に障保活生「度年元和令 ータンセ化文険保命生）財公（ 

 家計調査年報（家計収支編）2021年（令和3年）総務省統計局

夢・目標へTRY
ドライブに
行きたい

将来を安心して暮らすために

幼稚園（3年）
公立 約64.9万円
私立 約158.5万円

国立

私立約959.2万円
約192.7万円
小学校（6年）

公立

私立

約146.2万円
約421.7万円

中学校（3年）
公立

私立

高等学校（3年）
公立

私立

約137.2万円
約290.4万円

ライフイベント
住宅購入

ライフイベント
ペットを
飼いたい

収支のチェックが
重要なんですね

家計管理のポイント

　家計を管理する際には、長期と短期の両面で考える
ことが大切です。生活環境や家族構成などを想定しな
がら将来の具体的な目標に向けた計画を立てましょう。
　また家計簿をつけて現状の収入・支出・資産・負債
を把握し、定期的に計画を見直すとよいでしょう。

　スマートフォンで簡単に家計簿を入力、
管理することができる家計簿アプリが公
開されています。
　アプリのなかには、銀行や、キャッシュ
レス決済のクレジットカード、電子マネー
などと連携しているものもあります。アプ
リなども活用して支出状況を把握し、使
い過ぎを防止しましょう。

まずは収入と支出を
把握することが
重要だね

家計簿アプリCOLUMN

家計のイメージ

収入

給　与

預貯金の利息

支出
住居費
食　費

水道光熱費
通信費

被服費
趣味・レジャー費
日用雑貨費

保険料

  黒　字※

=

※預貯金への預け入れ

誰でも人生は選択の連続。人生の節目になにを選ぶかにより、生活スタイル、ライフイベントも
各自異なってきます。また、その線上には思わぬリスクが隠れているかもしれません。
将来予想される出費、リスクなどを見通して生活設計を考えてみましょう。

将来に備えた経済計画を考えよう

将来を安心して暮らすために、
お金（資産）を貯蓄や投資で増やす
資産運用も考えてみよう

＊対象は大学（昼間部）＊教育費は、学校教育費、学校給食費、学校外活動費（学習塾費など）を合計したもの。
　また、各年度の平均額の単純合計です。

＊いずれも全国平均。地域により大きく異なります。

＊支出見込額から収入見込額を引いた金額です。
＊家族構成により大きく異なります。

や
っ
て
み
た
い
こ
と
編

保
険
の
キ
ホ
ン
編
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用
科
庭
家

やっ

てみたいこと

P30-②
資料編

P30-③
資料編

P30-④
資料編

P30-①
資料編

1 2

3 4
①デパートで展示商品を壊してしまった
②友人から借りた高級カメラを紛失してしまった
③飼い犬が他人にかみつき、ケガをさせた
④賃貸マンションの自室で水漏れを起こして階下の
　部屋の天井にシミができた
⑤自転車で歩行者にケガをさせた
⑥ケンカをして相手にケガをさせた

次の事故のうち、個人賠償責任保険で補償される事故に〇を
つけよう。

Work 3 日常生活編

①ほぼ同じ　　　　 ②約1.5倍　　　　 ③約2.2倍

自転車事故において、ヘルメットを着用していないときの致死
率は着用時の何倍でしょうか？ 正しいものに〇をつけよう。

Work 2 自転車編

①数十万円程度
　（家族で海外旅行に行くために必要な費用）
②数百万円程度（自動車１台程度）
③数千万円程度（家１軒程度）

男子小学生（11歳）が夜間自転車で走行中、歩行中の女性
（62歳）と正面衝突。女性は頭蓋骨骨折などの傷害を負い、
意識が戻らない状態になった。裁判所が加害者の親に言い
渡した判決額として、正しいものに○をつけよう。

Work 1 自転車編

保険の対象となる人の範囲、対象とな
らない事故があります。契約の際は十
分に確認しましょう。

個人賠償責任保険で注意
しなければいけないこと

死亡事故を防ぐためには、ヘルメット
を着用することが効果的です。なお、
2023年4月1日から年齢を問わず、自
転車に乗るすべての人にヘルメットの
着用が努力義務化されました。

自転車事故の死者の多く
は、頭部を損傷しています。

近年は、法令に違反した危険な運転を
して、歩行者にケガをさせたとして、高
額な賠償を命じる判決が出ています。

「自転車だから事故を起こ
しても大事には至らない」
と思っていませんか。

自転車乗車中や日常生活のリスクに備える
賠償責任の保険について学んでみよう

自転車事故では被害者になるだけでなく、加害者になることもあります。
加害者になった場合は高額な損害賠償金が求められることがあります。

本テーマを動画で
学習する場合はこちら！

自転車はくるまの仲間。
交通ルールはしっかり

守ってね！

万一の場合どんな備えがあるか
考えてみよう

自転車が盗まれた。転んで自分がケガをした。

駐車中の自動車にぶつかり、
サイドミラーを壊した。

歩行者にぶつかってケガを負わせた。

楽しいサイクリングが一転！見逃せないリスクとは？

友だちと一緒のサイクリングは楽しいよね。
でも、事故にはくれぐれも気をつけてね！

風をきって
走るのは気持ちが

いいね
時間を気にせず、
マイペースで

楽しめるのがいいわ

週末はサイクリングを楽しみたい！1
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保険のキホン

P28-②
資料編

P28-①
資料編

P28-③
資料編

1

1

4

2

5

3

6

〈貯蓄〉

この分
足りない！

貯蓄期間

額
害
損

額
金
標
目

事故
もしココで事故が起きたら…

保険期間

不足することなく
補償されます！

〈保険〉

額
金
険
保

事故

額
害
損

もしココで事故が起きても…

ａ. もしもの事故による損害に備えて貯蓄をしておく
ｂ. 保険に加入する
ｃ. 安全運転支援システム搭載のくるまを購入する
ｄ. 運転をしない
ｅ. 安全運転を心がける

①事故の発生確率をゼロにする
②事故の発生を防止する
③リスクを自分自身で保有する
④リスクを第三者に移転する

次の交通事故への対処法として適切な方法を選択肢から選ん
でみよう（複数回答可）。

Work 3

そんぽ防災Web 検索

地震本部 検索

【参考】

地震の発生確率

過去の自然災害

 自分が住んでいる地域の大地震の発生確率、過去に起きた自然災害など
をウェブサイトなどで調べてみよう。

Work 2

【発生確率】
ａ. 約15分に1件 ｂ. 約7分半に1件 ｃ. 約1分40秒に1件

【発生件数（2021年の1年間）】
ｄ. 69,694件 ｅ. 35,222件 ｆ. 305,196件

発生件数発生確率

①交通事故
②自転車事故
③火災

 次の事故や火災の発生する確率と発生件数（1年間／2021年）
を選択肢から選んでみよう。

Work 1 

予期せぬリスクへの対処法には下記の
４つの手法があります。

❶ スリ（るすにロゼを率確生発のクスリ 
クの回避）。
❷ 事故の発生を防止し、事故が発生し
た場合の損害額を軽減するための適
切な予防策をおこなう。また、1つの
リスクを複数に分割して損害額を最
小限に抑える（リスクの縮小（防止・
軽減・分散））。
❸ のクスリ（るえ備てしどな蓄貯で分自 
保有）。
❹ りよに引取的銭金をクスリるす面直 
第三者へ移転する（リスクの移転）。

この❹が保険に該当します。

リスクへの備え方には
いくつかの方法があります。

近年、日本各地では豪雨や大型台風の
風水害などにより、大きな被害をもた
らしたとのニュースを見聞きすることが
多くなってきました。自治体が作成して
いるハザードマップなどを確認して、自
分の住んでいる地域がどんな災害に弱
いか調べてみましょう。

自然災害も保険で
支払われる対象になります。

私たちの暮らしにはさまざまなリスクが
潜んでいます。事故や火災の発生確率、
件数という客観的評価を知ることも大
切なことです。

暮らしの中に潜むリスク。

暮らしの中のリスクに備える
保険の役割について学んでみよう

交通事故や火災など普段の生活の中にあるリスク。また、いつ発生するかわか
らない自然災害のリスク。実際にどれほど発生しているか学んでみましょう。

本テーマを動画で
学習する場合はこちら！

事故や災害は予測なしに突然やってきます。
自分には関係ないなんて思わないでね！

将来に備えるための貯蓄と保険。「貯蓄は三角、保険は四角」は、この違い
をわかりやすく表す言葉です。貯蓄は目標金額を決めてためますが、途中
で事故に遭い出費が必要なときにそれをカバーできるお金がたまっている
とは限りません。一方保険は契約後から保険期間中は、十分な補償が受け
られますので、不測の事故に備えることができます。

「貯蓄は三角、保険は四角」ってなんのこと？

保険とは、このようなリスクで発生した
経済的な損失に備えるしくみです。

失業・休職家族の不幸台風・地震などの
自然災害

火災病気やケガ交通事故

人生を変えてしまうかもしれないリスクとは？

保険の役割

材
教
供
提

用
科
庭
家

用
科
民
公

編
ン
ホ
キ
の
険
保

教員用手引書

一般社団法人日本損害保険協会

～リスクと備え～
明るい未来へTRY!
高校生向け金融教育副教材

高等学校学習指導要領（平成30年告示）対応
家庭科・公民科

コピー対応可能なワークシートが
掲載されています。

1312
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提

用
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家

用
科
民
公

編
ン
ホ
キ
の
険
保

P8 P9

8「明るい未来へTRY! ～リスクと備え～」 9「明るい未来へTRY! ～リスクと備え～」

 公的扶助 生活保護
資産などすべてを活用してもなお生活に
困っている人たちに、最低限の生活を保
障する。

 社会福祉
児童福祉
母子福祉
老人福祉
障害者福祉

児童、母子、高齢者、障害者に対する援
助として、施設を提供したり、相談に応
じたりする。

 公衆衛生
　　 　　  など 公衆衛生

国民の健康維持・増進をはかるため、環
境整備をおこなったり、公共サービスを
提供したりする。

公民科
［公共、政治・経済］

 社会保険

医療保険 病気やケガのとき、原則として、医療費
の3割の自己負担で治療が受けられる。

年金保険
老齢になったとき、障害を有したとき、
一家の働き手が死亡したときに年金が受
け取れる。

雇用保険 雇われて働く人が雇用保険に入り、失業
したとき、一定期間給付金が受け取れる。

労災保険 雇われて働く人が全額会社負担で労災保
険に入り、仕事でケガをしたり病気に
なったとき、保険金が支払われる。

介護保険
40歳以上の国民から保険料を集めて、
介護が必要になったとき、必要度に応じ
てサービスを受けられる。2000年度か
ら実施されている。

﹈
源
財
﹇

）
税
租
（費
公
と）
主
業
事
・
人
本
（料
険
保

﹈
源
財
﹇

）
税
租
（費
公

労働者災害
補償保険（ ）
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ン
ホ
キ
の
険
保

編
料
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用
科
民
公

用
科
庭
家

公民科
［公共、政治・経済］

「保険の仕組み」に
ついては
P11の 2□へ

➡そもそも「保険」って
何ですか？

会社が倒産して
無職になる

家族の不幸

25

8

ケガ

火災

高齢で介護が
必要となる

社会
生活結婚

成人

出産 育児

就職

年金
受給退職

高齢で仕事が
できなくなる

台風・地震などの
自然災害

※1 警察庁「令和3年中の交通事故の発生状況」自転車乗用車（第1・2当事者）の交通事故発生件数の推移をもとに日本損害保険協会で試算
※2 警察庁「令和3年中の交通事故の発生状況」当事者種別（第1当事者）別交通事故件数の推移をもとに日本損害保険協会で試算
※3 算試で会協険保害損本日にともを）年2和令（」告報院病・査調）態動（設施療医「省働労生厚 
※4 総務省「令和3年（1月～12月）における火災の状況（確定値）」をもとに日本損害保険協会で試算

社会保障の目的 共助・公助としての日本の 社会保障制度

  ｢共助｣は生活のリスクを相互
に分散する社会保険で、「公助」
は国が政策・施策としておこな
う支援です。基本的にこの2つ
が社会保障にあたります。
　しかし、これだけでは不十
分な場合もあり、それを補う
のが自分で備える｢自助｣です。
足りない分は自助でカバーし
ようというのが現在の国の考
え方です。

　社会保障の目的は、「共助・公助」の考え方に
基づいて、日本国憲法第25条が保障する生存
権を守ることです。
　具体的には、「共助」としての社会保険によっ
て、加齢や人生のさまざまな場面で遭遇する
病気などに対応します。さらに「公助」として、
生活苦などの状況に対して、所得や生活水準、
家庭状況などの受給要件を定めたうえで、必
要な公的扶助や社会福祉などをおこないます。

共助
共に備える
健康保険や
年金保険などの
社会保険

自助
自分で備える

貯蓄や
民間保険など

公助
国などが

税金で備える
生活に困っている人
などを支援する

約1分43秒に1件

交通事故

1年間で
305,196件

発生件数

※2

病気で入院

約2秒に1人

41,104人
1日平均新入院患者数

※3

約15分に1件

1年間で
35,222件
発生件数

※4

公助

共助

自転車事故

約7分32秒に1件

1年間で
69,694件
発生件数

※1

20歳 30歳 40歳 50歳 60歳 70歳 80歳

自然災害や交通事故、病気、ケガ……。私たちの身の回りには、さまざまなリスクが潜んでいます。
もちろん、日本にはさまざまなリスクをカバーしてくれる社会保障制度がありますが、
それだけでは十分とはいえません。リスクへの備えについて考えていきましょう。

※下のイラストにあるライフイベントやリスクなどはあくまでも一例です。

自助・共助・公助の適切な組合せについて考えよう

　日本の社会保障制度は、社会保険、公
的扶助、社会福祉、公衆衛生の４つから
なります。

社会保障

会社員が
仕事で
ケガをした

病気で
入院した

介護が
必要になった

会社が
倒産し、
失業した

定年退職して
老後の収入が
なくなった

状　況

左にある社会保険の表を参考に、それぞれの状況でどの
社会保険から保障が受けられるか線で結んでみよう。

公民科 Work

社会保険

医療保険

年金保険

介護保険

雇用保険

労働者災害補償保険

教科書との対応
本教材が対応している高等学校公民科の教科書の単元を示します。
■教科書（公民科）

公民科
　本書では教科書に即し、共助･公助としての
社会保障制度、自助としての保険、日本の社会
保障制度の課題などを図やイラストを用いて紹
介。さらに、高校生自らが考え、互いに話し合
いができる問いかけも入れました。

出版社 教科書名・単元 本書の記載

東京書籍
公共

2東書
公共7013章 経済生活で生きる私たち

      テーマ3 財政の役割と持続可能な社会保障制度

教育図書
高等学校 公共

6教図
公共702第2章 現代社会の諸問題

         ３ 経済－4 少子化と社会保障

実教出版

詳述公共
7実教
公共703第4章 経済活動のあり方と国民福祉

         6.社会保障
公共

7実教
公共704

2 現代経済社会と国民生活
   第2章 日本経済の特質と国民生活
            9.社会保障の役割　10.社会保障制度の課題

清水書院

高等学校 公共
私たちがひらく未来・社会

35清水
公共705

第4編 現代の経済社会と国民生活
         第2章 経済社会のしくみと役割
                  8 社会保障の役割
                  9 少子高齢化と財政の維持可能性
私たちの公共
資料から考える現代社会の課題

35清水
公共706第2部 よりよい社会の形成と参画

         第4章 私たちの生活と経済
                  9 社会保障制度の意義

帝国書院

高等学校  公共

46帝国
公共707

第3部 持続可能な社会の実現に向けて
         第2節 豊かな社会の実現
                  5 社会保障の役割と意義
                  6 社会保障制度の課題

数研出版

公共
104数研
公共708

第5章 現代の経済社会と経済活動のあり方
         第4節 豊かな生活と福祉の実現
                  6 少子高齢社会における社会保障
高等学校  公共
これからの社会について考える

104数研
公共709第5章 経済活動を行う私たち

         第3節 財政と社会保障
                  3 少子高齢社会における社会保障

第一学習社

高等学校  公共
183第一 
公共710

第3章 経済的な主体となる私たち
         主題12 財政の役割と社会保障
                    2 社会保障と国民福祉
高等学校  新公共

183第一 
公共711

第3章 経済的な主体となる私たち
         主題12 財政の役割と社会保障
                    3 社会保障と国民福祉
                    4 これからの社会保障

東京法令
出版

公共
190東法 
公共712

第2編 よりよい社会の形成に参画するために
         第4章 豊かな生活の実現
                  ⑤ 社会保障の役割　⑥ 社会保障制度の課題

❶人生にはさまざまなリスクが潜んでいることや、社会保障制度がリスク
に対して国民全体で互いに支え合う制度であることを理解する。

❷自助・共助・公助の考え方を、社会保障制度と関連付けて、自分事とし
て理解する。

※「第1当事者」とは、最初に交通事故に関与した車両等（列車を含む。）の運転者又
は歩行者のうち、当該交通事故における過失が重い者をいい、また過失が同程
度の場合には人身損傷程度が軽い者をいいます。
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自転車事故では、16～19歳が最も事故件数が多く、19歳以下
の事故件数は全体の28.8％を占めており、若年層の事故件数が多
い傾向となっています。

補足資料① 自転車運転者（第１当事者※）の
年齢層別交通事故件数（令和2年）

（公財）交通事故総合分析センター「交通統計（令和2年版）」をもとに作成

全体の
28.8％

補足資料② 自転車事故における
責任割合について

出典：国土交通省 自転車活用推進本部「自転車事故の損害賠償に係る現状につ
いて」（参照日：2023年2月1日）
対歩行者との事故の場合、自転車側の責任割合が大きくな
り、賠償金額も大きくなります。

事故の当事者 責任割合
自車 相手 自車 相手
自転車 × 歩行者 ⇒ 85 ： 15
自転車 × 自転車 ⇒ 50 ： 50
自転車 × 自動車 ⇒ 20 ： 80

左記のような信号機のない交差点で、
自転車事故が発生した場合の各々の責
任割合（基本）は以下のとおりです。

歩道上での自転車と歩行者の事故の場合、自転車
側が基本100％の責任となります。参考

主な風水災等による
保険金の支払い

補足資料③

(注) 日本損害保険協会調べ（2022年3月末現在）。
  千万円単位で四捨五入をおこない、算出しているため、各項目を合算した

値と合計欄の値が一致しないことがあります。

順
位

発　生
年月日 災害名 地域

支払保険金（見込みを含む）（単位：億円）
火災・
新種 自動車 海上 合計

1
2018/
09/03～
09/05

平成30年台風21号
大阪
京都
兵庫等

9,363 780 535 10,678

2
2019/
10/06～
10/13

令和元年台風19号
（令和元年東日本台風）

東日本
中心 5,181 645 ‒ 5,826

3
1991/
09/26～
09/28

平成3年台風19号 全国 5,225 269 185 5,680

4
2019/
09/05～
09/10

令和元年台風15号
（令和元年房総半島台風）

関東
中心 4,398 258 ‒ 4,656

5
2004/
09/04～
09/08

平成16年台風18号 全国 3,564 259 51 3,874

6 2014/
02月 平成26年2月雪害 関東

中心 2,984 241 ‒ 3,224

7
1999/
09/21～
09/25

平成11年台風18号
熊本
山口
福岡等

2,847 212 88 3,147

8
2018/
09/28～
10/01

平成30年台風24号
東京
神奈川
静岡等

2,946 115 ‒ 3,061

9
2018/
06/28～
07/08

平成30年7月豪雨
岡山
広島
愛媛等

1,673 283 ‒ 1,956

10
2015/
08/24～
08/26

平成27年台風15号 全国 1,561 81 ‒ 1,642

❶
医療保険

会社員・公務員は健康保険、自営業者は国民健康保
険に加入。6歳から70歳までは自己負担3割、義務
教育就学前と70歳から75歳は自己負担2割、75歳
からは自己負担1割となります。
＊70歳以上でも現役並みの所得者は3割負担。医療費が高
額になってしまった場合は、年齢や所得に応じて、自己
負担を一定限度額に抑える高額療養費制度があります。

❷
年金保険

20歳から60歳までの間、国民年金に加入し、年金
保険料を支払うと、受給資格期間が10年以上ある
場合、65歳以降に年金を受け取ることができます。
国民年金の加入期間により年金額は異なりますが、
満額で年約78万円。厚生年金は会社などに勤務す
る人が加入する年金で、受給金額は加入期間と給
与水準によって決まります。

❸
介護保険

40歳以上になると、介護保険に加入します。65歳
以上で要支援・要介護状態になったとき、訪問介
護などの介護サービスを自己負担1割で受けること
ができます。また、40歳から65歳未満で老化が原
因とされる病気（がん（末期）や関節リウマチなど16
の特定疾病）により介護が必要であると認定された
人は介護サービスを利用できます。

❹
労働者災害
補償保険
（労災保険）

労災保険は、労働者が業務中や通勤中に起きた
事故が原因で、ケガや疾病を被ったり、障害が
残ったり、死亡した場合に保険給付を受けられ
る制度。その費用は、原則として事業主の負担
する保険料によってまかなわれます。労災保険
は雇用形態にかかわらず、パートやアルバイト
を含むすべての労働者を対象とし、事業主は労
災保険への加入義務があります。事業主が労災
保険の保険料を支払っていない場合でも、労働
者には労災保険が適用されます。

❺
雇用保険

労働者が失業した場合などに必要な給付をおこ
ない、労働者の生活と雇用の安定を図るととも
に、再就職の援助をおこなうことが目的の制度。
事業主は、労働者の意思に関係なく、被保険者
になったことを公共職業安定所（ハローワーク）
に届けなくてはいけません。雇用保険の被保険
者になるためには、31日以上雇用されることが
見込まれる者で、1週間の所定労働時間が20時
間以上あることが条件になります。

社会保険から保護が受けられるもの補足内容①

相手

自車

P8～9のポイント

動 
画 
（
１
編
）

動 

画 

（
１
編
）

動 

画 

（
３
編
）

動 

画 

（
６
編
）

冊 

子

冊 

子

冊 

子

冊 

子

各教材のダウンロードはこちらから！
ここで紹介した各教材は、
日本損害保険協会ホーム
ページ内「損害保険教育
支援サイト そんぽ学習ナ
ビ」-「高校生向け教材」に
掲載されています。なお、
掲載されているデザイン、
内容については今後変更
の可能性があります。
https://www.sonpo.or.jp/education/high/

の
ご
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介

明
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未
来
へ
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！

～
リ
ス
ク
と
備
え
～

保
険
の
キ
ホ
ン
編

や
っ
て
み
た
い
こ
と
編

授
業
へ
の
関
心
を

高
め
る
た
め
に
活
用
す
る

冊
子
や
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
は
、

身
の
回
り
の
リ
ス
ク
や
将
来
や
っ

て
み
た
い
こ
と
な
ど
に
関
連
し
た

イ
ラ
ス
ト
を
掲
載
し
て
お
り
、
再

生
時
間
の
短
い
動
画
も
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用

意
し
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い
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た
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、
授
業
へ
の
興

味
・
関
心
を
高
め
る
の
に
活
用
で

き
ま
す
。

Ｗ
ｏ
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で

理
解
度
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確
認
す
る

冊
子
や
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に

掲
載
し
て
い
る
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ｏ
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は
、
主

に
選
択
式
で
答
え
る
こ
と
が
で
き

る
課
題
で
す
。
ク
イ
ズ
形
式
で
進

め
た
り
、
個
人
ワ
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ク
と
す
る
こ

と
で
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生
徒
の
理
解
度
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
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グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

Ｔ
ｈ
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活
用
す
る

家
庭
科
用
・
公
民
科
用
に
そ
れ
ぞ

れ
掲
載
さ
れ
て
い
る
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ

は
、生
活
設
計
や
社
会
保
障
制
度

な
ど
を
理
解
し
た
上
で
よ
り
深
い

考
察
を
促
す
課
題
で
す
。
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
考
え
、
結
果
を
発
表
し

あ
う
課
題
な
ど
と
し
て
活
用
で
き

ま
す
。

自
習
時
間
や
長
期
休
暇
中
の

教
材
と
し
て
活
用
す
る

冊
子
や
動
画
な
ど
は
す
べ
て
、
日

本
損
害
保
険
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内「
そ
ん
ぽ
学
習
ナ
ビ
」か
ら
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
生
徒

自
身
が
教
材
を
見
る
だ
け
で
も

学
習
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
自
習
時
や
休
暇
中
の
課
題
と

し
て
も
活
用
で
き
ま
す
。

教
材
の
活
用
例

教
材
の
使
い
方

順
番
に
学
習
を
進
め
て
い
く
こ
と

で
、
保
険
の
基
本
的
な
知
識
を
は

じ
め
、
損
害
保
険
に
つ
い
て
も
詳

し
く
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ど
の
テ
ー
マ
か
ら
で
も
始
め
る
こ

と
が
で
き
、
授
業
内
容
に
あ
わ

せ
て
必
要
な
テ
ー
マ
の
み
を
単
独

で
学
習
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

保
険
の
キ
ホ
ン
編

や
っ
て
み
た
い
こ
と
編

保険の基礎
知識の学習

人生におけるリスクと
損害保険の学習

テ
ー
マ
を
自
由
に
選
択
し
て

個
別
に
学
習
す
る

テ
ー
マ
を
順
に
学
習
し
て

保
険
へ
の
理
解
を
深
め
る

家
庭
科
用

公
民
科
用

or

※本誌のP.6〜9に、本教材を活用した授業の実践事例を掲載しています。

本
教
材
は
、
次
の
４
つ
の
テ
ー
マ

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
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庭
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用

公
民
科
用

保
険
の
キ
ホ
ン
編

や
っ
て
み
た
い
こ
と
編

教
材
の
構
成

家
庭
科
用

公
民
科
用

oror

高等学校学習指導要領（平成30年告示）対応

一般社団法人日本損害保険協会

～リスクと備え～
明るい未来へTRY!
高校生向け金融教育副教材

家庭科・公民科

高
校
生
向
け
金
融
教
育
副
教
材

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領（
平
成
30
年
告
示
）対
応

家
庭
科
・
公
民
科

1.オープニング映像2.生活設計を考える

3.�さまざまなライフ
イベントに備える
資産運用 4.リスクに備える保険

1.オープニング映像2.社会保障制度とは3.社会保障制度の課題

4.リスクに備える保険とは 5.リスクに備える3つの「助」

週末はサイクリングを
楽しみたい！編

憧れのひとり暮らしが
したい！編

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と
各
イ
ベ
ン
ト
で
必
要
な
お
金
の
例
を
あ

げ
な
が
ら
、
自
分
の
目
標
や
夢
を
叶
え
る
た
め
に
必
要
な
お
金

の
準
備
の
仕
方
や
、
不
測
の
事
態
へ
の
備
え
方
な
ど
、
経
済
計

画
の
組
み
立
て
方
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

人
生
に
お
い
て
起
こ
り
う
る
リ
ス
ク
の
例
を
あ
げ
な
が
ら
、

共
助
・
公
助
と
し
て
の
社
会
保
障
制
度
、
自
助
と
し
て
の
保
険
、

日
本
の
社
会
保
障
制
度
の
課
題
や
自
助
・
共
助
・
公
助
の
適
切
な

組
合
せ
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

保
険
と
は
、
万
が
一
リ
ス
ク
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
と
き

の
経
済
的
な
損
失
に
備
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、

さ
ら
に
保
険
に
は「
社
会
保
険
」と「
民
間
保
険
」の
２
つ
が

あ
る
こ
と
な
ど
が
学
習
で
き
ま
す
。

生
徒
が
「
や
っ
て
み
た
い
！
」
と
思
っ
て
い
る
事
柄
に
潜
む
リ
ス
ク
の

例
を
も
と
に
、
そ
れ
に
よ
り
生
じ
て
し
ま
っ
た
経
済
的
な
損
失
に
備
え

る
も
の
と
し
て「
損
害
保
険
」が
存
在
す
る
こ
と
を
学
習
で
き
ま
す
。

右
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役
割
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」、「
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保
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と
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間
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険
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」の
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容
を
ひ
と

つ
に
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と
め
た「
保
険
の
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ホ
ン
編
」

も
あ
り
ま
す
。
授
業
内
容
に
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て
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い
分
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で
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す
。

家
庭
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礎
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庭
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の

「
経
済
計
画
と
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」

公
共
の「
社
会
保
障
の
役
割
」

保
険
の
基
本
的
な

知
識
に
つ
い
て

人
生
に
お
け
る
リ
ス
ク
と

損
害
保
険
に
つ
い
て

友だちとドライブに
行きたい！編

高校生活を思いきり
楽しみたい！編

約10分20秒

対
応
単
元

対
応
単
元

内
容

内
容

（A4サイズ／40ページ）

生徒用冊子の各ページ
のポイントや補足資料

各教科書の
対応単元

教員用手引書

●�

各
教
科
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の
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応
単
元

●��
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徒
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冊
子
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各
ペ
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ポ
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ア
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業
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例
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介

教
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皆
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っ
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業
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実
施
す
る
際
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考
と
な

る
情
報
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掲
載
し
て
い
ま
す
。

生徒用教材

将
来
に
備
え
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経
済
計
画
を

考
え
よ
う

●
将
来
を
安
心
し
て

　

暮
ら
す
た
め
に

●
家
計
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

●
貯
蓄
と
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●
資
産
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用

●
リ
ス
ク
に
備
え
る
保
険

自
助
・
共
助
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公
助
の
適
切
な

組
合
せ
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つ
い
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よ
う

●
社
会
保
障
の
目
的

●�

共
助
・
公
助
と
し
て
の

　

日
本
の
社
会
保
障
制
度
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社
会
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課
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（冊子：A4サイズ／40ページ、動画：全11編）

友だちと海外旅行に
行きたい！編

ペットを飼いたい！編

約11分約9分30秒

約11分50秒約10分20秒約8分30秒

保険の役割編

約7分30秒
社会保険と民間保険編

約7分30秒

保険のキホン編

約9分50秒

「
や
っ
て
み
た
い
こ
と
」別
に

7
つ
の
テ
ー
マ
が
あ
り
、
生

徒
の
興
味
・
関
心
に
合
わ
せ

て
テ
ー
マ
を
選
択
し
て
学
習

で
き
ま
す
。
テ
ー
マ
ご
と
に

Ｗｏｒ
ｋ
を
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
損
害
保

険
に
つ
い
て
学
習
で
き
ま
す
。

「
保
険
の
役
割
」「
社
会
保
険

と
民
間
保
険
」の
2
つ
の
テ
ー

マ
が
あ
り
ま
す
。
テ
ー
マ
ご

と
に
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
を
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
保
険
の
基
本

を
学
習
で
き
ま
す
。

本
教
材
は
、
家
庭
科
、
公
民
科
の
学
習
指
導
要
領
解
説
に
沿
っ
て
活
用
可
能
な
教
材
で
す
。
授
業
内
容
に
あ
わ
せ
て
冊
子
や

動
画
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
教
材
活
用
の
参
考
と
な
る「
教
員
用
手
引
書
」も
用
意
し
て
い
ま
す
。

学
習
テ
ー
マ

学
習
テ
ー
マ

約1分10秒約1分20秒

約2分20秒 約2分

チャプターを用意して
いるため、必要な部
分のみ使用することも
できます。

チャプターを用意して
いるため、必要な部
分のみ使用することも
できます。

約50秒約1分20秒約1分20秒

約1分50秒 約1分40秒

合計 約7分

合計 約6分50秒


